
発行/□m沖 縄〒900那 覇市泉崎2-2-30(0988)34-6 60/ARTCOMMUNICAT10N

ぼ(の「ウォーホル」
『アンディーウォーホルについ

て知りたいなら、僕の映画、僕の

表面を見るだけでいい。そこに僕

がいる。裏には何もない』
かなり挑発的な言葉だ。ボップ

アートとしての最も有名な言葉で

ある。自己表現を核にする近代絵

画の理念からすると理解しがたい

内容であり、何かがウォーホルは

違う。
1960年、琉球大学に入学した。

学回はいわゆる 『全共闘』の渦の

中で激動していた。全共闘と革マ

ル派力Ч日土木ビル、法政ビルにパ

リケードを築き、屋上からゴムカ

ンで石を飛ばし、中世の騎士よろ

しく竹槍でつつき合い、手動マイ

クでオルグ合戦。キャンバス内は

騒然とした状況であつた。入学問

もないころ、投石のただ中を隊列
を組み、ジグザクに行進しながら

琉大の坂道を駆け迫る一団の全共

闘勇姿を目撃したことが、僕の精

神的な始まりである。ウォーホル

の芸術の出発点はシルクスクリー

ンとの出会いだ。シルクの反復作

用に戦慄を覚えた彼は1962～1963

年にかけてあの有名な 「キャンベ

ルスープJ「 マリリンJ等 の作品
を発表した、最もスキャンダラス

なボップアーティストとしてのデ

ビューを果たすことになる。
1972年、大学時代の仲間と数名
で 「赤色幻影」という芝居を主催

する。入場料25セ ント、会場、

やぐら。 「おかあさんJと いうセ

リフで終わる。感動的なナルシス

ト劇 (?)で あつた。その頃の愛

日 :]美 術家  渡名喜  元俊

読書は 「美術手帖J「 現代詩手
帖J「 ユリイカ」等でありだれも

皆、サル トル 「嘔吐J、 カミュ
「異邦人J、 カフカ 「変身」吉本

隆明を読んでいた。

『もっと多くの者がシルクスク

リーンをつかい、 しまいには僕の

絵が僕の作品なのか、ほかの者の

作品なのか誰にも見分けがつかな

くなったらすばらしいだろうと思

うね』
1975年、卒業。宮城陶房でろく
ろを回す。

1977年、美‖i工芸科へ編入学。

基礎デッサンを勉強する。10年違
いの学生と共に受講することにな

る。時代はかなり穏や力ヽ こなって

いた。もうあの頃の熱気はなかつ

た。ただ、ただ勉学にいそしん

だ。美術というコンテキストの中
でウォーホルがどういう位相の

アーティストなのか解つたのはそ

の頃だ。一方に大学の理念があ

り、一方に現代アートの現象があ

りそして現在の時空で生きる自分

が在る。その三つ巴の現実から理

念の構築、それが僕が果たさなけ

ればならない急務だつた。

1980年、三度目の卒業
1989年、◎シリーズの発表 僕

のデビューだ。このシリーズは一

生やりたかつたのだが、一万個以上

描いたのでやめることにした。カ

ミュのシシュポスの神話、ジャス

パージョーンズ、ウォーホルを紡

彿していると思い、ニューヨーク

のOK・ ハリス画廊に行き 「どう

ですか。」と聞いてみると返事は

「No Need」 。東京の 「な

びす画廊」の峯村さんの所でも個

展をした。いろいろな美術館の学

芸員さんは来てくれたけれども、

鳴かず飛ばずという状況だつた。

『やがて、すべての者が15分

ずつ有名人になる日がやつてく

る』
1903年、真喜志勉氏とウォーホ

ルについてトークショーをオフト

でした。僕の水玉のエンピ服を見

て氏はビックリした様子。ウオー

ホルのことを思い出し勉強もした。

やはり彼は天才だ。マルセルデュ

シャンに匹敵する作家だ。おそら

くジョーンズとラウシェンバーク

は歴史の波で消えると思うが

ウォーホルは、フランスの帝王マ

ルキ・ド・サドと同じ意味で 「の

できJの 独身者、ファシュナブル

・ゲイ、フリーク ネクロフェリ

アとしてはるか地下の水脈から眼

光を間に観すえて生き続けるだろ

つ。

1994年 僕の夢は 『オープン・

ハウス』だ。

『あらゆるものは美tンい』
( となき けんじ●A)
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パ

1993年 10月 パリに行

く機会を得た。短期間の旅行

だつたがバリの美術状況や

ギャラリーの様子を直接自分

の日で見ることができた。そ

の際、パリで制作活動をして

いる幸地学氏の作品を一手に

引き受けているクロードギャ

ラリーのオーナーであるク

□―ド氏にパリの美術状況や

画廊のあり方についてインタ

ビューする機会を得た。

クロード氏のギャラリーはモン

パルナスのギャラリーの立ち並ぶ
―角にある。 1階 と地下 1階のこ

じんまりとしたスペースには幸地

学氏の作品が置かれている。

インタピューはクロー ド氏の

ギャラリーで行つた。まずはじめ

にバリの美術状況 (マーケット)

から聞いてみた。

◇美術状況について

マーケットについて話していく

場合にはいくつかのマニケットの

種類に別れていきます。大まかに

挙げれば、クラッシックの傾向性

のもの、印象派、コンテンポラ

リーアート、その中でも、印象派

やそれ以前の作品はなかなか手に

入りにくいし、値段が高くて一般

の人たちには手が届かず、一部の

コレクターゃ大手の企業等の間で

買取がなされている。その反面、

現代アートはダイナミックで可能

リ
性に満ちているし、マーケティン

グを開くおもしろさがあると思

う。そこで、現代アートを扱つて

いく上で重要な点が二つありま

す。まずひとつは、美術という観

点から優れたアーティストを選ば

なくてはならないこと。もうひと

つは、選んだ作品を商売として成

クロー ド・ギャラリー前にて

り立たさなくてはならないという

こと。どんなにいい作品であつた

としても売れなくては意味がない

わけですから。自分の目で見て選

んだ作品をとのようにして表舞台

にだしていくのか、打ち出し方に

もいろいろある。パリのような世

界の大都市で何百という画廊が

あつて、それぞれが洗練されたも

のを持っていますから、その中か

ら顧客をいかにつかんでいくか、

努力が必要になってきます。いか

に人目を引く企画をしていくかと

いうこと。そのためには金銭面で

も予算がかかります。洗練された

もので、オリジナリティーにあ洛、

れた、思いきった動きをして行か

(左端クロー ド氏、右端に幸地氏)

なければならない。

◇現代美術の動き

現代美術について話していく場

合、これまではエコールド・パリ

だとか、アメリカのテキシタン表

現主義だとか、フランスではヌー

ポー ・レアリス トといっ運動が

70年 代から80年 まであつて、

それで美術が動いていた。でも

地元のビールが断然うまい

最も新鮮

國場組 グル ープ
人↑
り
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80年 代からここ 10年 間はク

ループ化された運動かなく、その

代わり注目されているのが個人の

パーソナリティーです。つまリー

人一人のアーティストがどのよう

にして現代アートを表現していく

のか、個人化されたバーソナリ

ティーで個人の持っている気質を

どこまで出すことができるのか。

そこでギャラリーの選択眼が重要

になってきます。これまでのよう

に美布i館とか評論家が評価したも
rlDで画廊も評価をしてしまうので

はなく、画廊自身が新しいものを

発見し育てていくことが必要に

なつてきます。画廊自身が動くこ

とで美術に対する社会的な役割を

果たす事ができます。

◇画廊 ・作家 ・コレクターの関係

画廊にいらつt′ゃるお客さんは

画廊の取り扱っている作品はもち

ろんのこと、それを扱う側にもと

ても関心があります。それは作品

を買う側にしてみれば何十万、何

百万とお金を出すわけですから、

当然信用のある画廊を慎重に選ぶ

必要があります。そこで画廊、作

家、コレクターの結びつきが重要

になってきます。画廊は自分自身

で選択した作家に一生をかけて取

り組んでいくぐらいの真剣な気持

ちでいなければならない。

◇アジアについて

最近アジアの芸術家が注目され

てきているが、バリではとうか。

今アジアが注目されてきている

のは、経済的に成長の過程にある

ということが大きな要因になつて

いると思う。それから政治的な面

においても世界の政治界に顔を出

すようになつてきている。これま

で人任せにしていたことを、とん

どん経済的な面で力をつけること

で主張,る ことが出来るようにな

り、その中に美術が同乗してきて

いるわけです。経済的な動きが美

術の流れに大きく影響している。

アジアはこれまで西洋からの流れ

の中にあり、西洋の影響を大きく

受けてきた。ここ何年か力をつけ

てきたアジアは独自のマーケット

を作り始めています。アジアの作

家に集中して作品を買い求めフー

ムを作り、アジアのマーケティン

グを守ろうとしている。それは悪

い意味で言えばナショナリズムで

人種や宗教、経済、政治などにか

たよつてしまい純粋の芸術という

純粋な部分がが見えなくなつてし

まう。

◇画廊のあり方について

企画画廊でやつていくことにつ

いて、どのような考えで取り組ん

でいつているのか。

パリには何百というギャラリー

がありますが、私のギャラリーは

自分自身で選んだ作家の作品を扱

う企画画廊です。ギャラリーには

印象派やフランドル絵画、近代美

術などのコレクションを持ってい

て、それを企業や美稲テ館に売るこ

とを専門にしているギャラリー

や 現代美術を取り扱つている

ギャラリーでもある程度名の知れ

た作家を大手の企業をバックにつ

けてその財力や宣伝効果でもつて

作品を売っている。そのような

ギャラリーではなかなか若い作家

は取り扱つてはくれない。その点

では自分自身のギャラリーは財力

はないけれと、5人 ぐらいの若い

▼■旺● ■

終日入館者であふれるルーフル美術館

⑬聯不軋純 ◎ねAキ
〒900那昴市松尾]57(記早″

オロ')
予約/TEL∞ 988)62-6161

年中無体

3



アーティス トに力を入れていま

す。その中で作家との関係、作家

活動など緊密な関係を作って仕事

を進めていくことを方針としてい

ます。でも、それは簡単なことで

はありません。でも若いアーティ

ストを育てることで顧客をどんど

ん開拓していき国際的なマーケ

ティングまで持っていくことは大

きなパッション (情熱)が ありま

す。しかし、同じ画廊でも投資だ

けに目的を持ち有名な作家だけt′

か扱わない画廊だとか、若い作家

を扱わない画廊もあるが、その中

でも若い作家を捜してその可有旨性

にかけていく画廊もある。だから

画廊にもいるいろなタイプがあり

ます。また、アーティストにもい

ろいろなタイプがあって、すべて

のアーティストがいい仕事をt′て

いるわけではない。画廊もいい

アーティストを探tンマーケティン

グが開くように打ち込むし、 アー

ティストもそれにかなうような仕

事をする。要するに画廊11と′‐

ティス トのパランスが取れたとき

にいい仕事ができる。

*  *  *

インタビューは幸地氏の通訳に

より行うことができた。予め質問

内容を伝えてもらい、クロード氏

に答えてもらう形をとった。

パリにおいても現代アートを浸

透させていくことの大変さを感じ

'ユ
リ迦い ワヽノンエル マン ・ア

ずには入られなかつたて,特 に印象

に残つたのが作家を選ぶ場合にお

いて、美術館や評論家の評価にイ■

せるのではなく、あくまでも自分

自身の日で作家を選ぶことであ

る。そして、作家を育てあげるた

めには一生をかけてでもやってい

く意気ごみがあることである。沖

縄においてのギャラリーのあり方

と比べることはあまりも歴史的に

ベースが違うと思うが、画廊とい

う仕事について、作家に対する姿

勢について、いろいろな課題を抱

えさせれらるインタビューだっ

初めて訪れたバリはどこを撮つ

ても美しい街並を見せてくれる。

でも、その表に見せてくれる美し

さとは別に、その歴史の厚みを肌

で感じさせられ圧倒されてしま

う。美術館やギャラリーを時間の

許す限り観ることができた。美術

館では名画といわれる作家の作品

艤

た。

をいつでも鑑質することができ、

美椰iを日常的に受け入れる慣性を

幼い頃から育むことができる。本

物に接することのできる環境にあ

ることはすばらしいことである。

沖縄でも県立美術館の建設計画が

進んでいるが、沖IISの美術文化の

ためにも価値のある美術館ができ

ることを祈りたい。

短い期間ではあったが異文化に

接することで、自分自身の生まれ

育った沖縄を見つめ直すきっかけ

になる旅だった。 (当間)

ギャラリーの立ち並ぶ サンジェルマン・デ 。ブレ

【635唇警
本It l/1●県誦洒昴西距 -23〒 90卜 21
TEL098 875‐ 5000 FAX098‐ 8フ50270

絵画  デザイン用品・陶芸用′]吻 ・電動ロクロ額腺制作

″邸おりЪ書店
T902■ ■県■l●市壺慶1¬3● (098,86316501t
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動躾朧
先々月、バリの中で最も古い地

域にあるビカソ美術館を訪ねた。

これまでビカツのキュビズム以降

の作品には、それ程興味を持つて

いなかったが、今回は画集では見

られなかった作品を含め、実物を

見て新たな発見があった。ますバ

ビエコレ (貼り紙)の 小品はステ

ラの巨大な立体作品をすでに予感

させるし、絵の色彩やフォルムに

は、ニューベインティング等の現

代作家が見え隠れしている。彫刻

に至つては、まさに現代彫刻その

ものだった。すでに古典的だと

思つていたピカソが、ある意味で

今だに現代美術に強い影響力を

持っている事に新鮮な驚きを感じ

た。また、ビカソの作品は年代ご

とにいろいろ変化し、多彩なスタ

イルや表現方法があるが、よく見

るとビカツの根底には、人間像を

中心とし、常に対象にこだわった

作品を創つている事がわかる。そ

の中で気にいったのが、マリーテ

レーズの一連の作品だ。以前は手

抜きとしか思えなかった作品が、

今の自分の感覚にぴつたりと合つ

た。また、陶器も自由奔放で明る

く魅力的だった。

さて次に、ピカソ美術館の特長

だが、 17世 紀に建てられた個人

の大邸宅を改築して作られたこの

美術館は、こじんまりとしており

みる順路が年代順になつていてわ

かりやすい。石造りは冷たいとい

うイメージがあるが、やわらかい

光がほのかにあたたかさを感じさ

せる。ビカソの情熱的な作品から

放出されるエネルギーの緊張感と

全体的に落ち着いた雰囲気が微妙

ボンピドゥー ・センター前にて

なバランスを持っていて居心地が

良い。何度でも足を運びたくなる

ような美術館である。

先日 彫刻家の戸谷氏がた中し

た際に、美布i館は新しく建てると

いうより現在ある建物を利用して

美術館にしたらいいと言つていた

が、この言葉から考えるに今問題

になっている旧立法院を天久の開

放地に移築し、地下を作つて美術

館の一部にしてみたらどうだろう

か、一挙両得になると思うのだ

が…。      (長 嶺 豊)

「女性が独り暮らしを始めるとい

い事ないよJと 周囲が言う中で、

アバートを借りることにした。社

会的に独身女性の独り暮らしとい

うのは意外と風当たりが強い。ま

ず両親を説得するのに半月はか

かつた。 「結婚するまで実家にい

て貯金するのが賢明。無意味なこ

とをするな。Jと 言つていた。沖

縄での住宅事情や経済な面をあれ

これ考えると、余りにも不利な条

件が多かつた。

先日行つたフランスでは、物事

を提議する場合において、日本で

は考えられないほどの世論がある

らしい。フランス人はヨーロッパ

の風土、気質の中で最も個人主義

が強いといわれており、彼等の多

くは早くから自立するのがあたリ

まえで、若い人でも日常をとおし

て政治、経済、文化がどのように

自分自身に関わつているのかを常

に考えているようだ。それらは歴

史ある街並や、近未来的な建築物

など世界に誇れる都市づくりに十

分反映している。人々の生活、文

化意識の高さが見受けられた。

沖縄は共同体意識が強く、親の

子離れ、子の親離れが難しいとい

われている。自立することにも様

々な理由があると思う。その中

で、私は経済的な自立をとおして

問題意識を常にもち、積極的に社

会に参加し、本当の意味での自立

をしていきたい。

(きんじょうかずみ)
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画廊沖縄
〒動 ●■nB昴 1熊 2つ¬●̈
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CREATIVE OFFICE SHIN」O Vib CREAT10N

プランニング(企百)  S● 11「e C   マネーツング(饉2)
〒900那覇市牧志21315501● (098)8679999
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GALL[RY WORK― ‖

平成6年度よりGALLERY

WORK― ‖は貸画廊としても運

営(ンていく運びとなりました。

現代アートを表現していく空間

として、特に県内の若手作家に利

用してもらうのが目的です。

使 用 規 定

●期間 :6日 間 (月～土曜日)

AMll:00 -PM7:00

×6日 間単位として2週 間の利

用も可 (ただし最終日は搬出の

ためPM6:00まで)

●使用料金 :1日 (1万 円)

※アシスタント付きの場合

'日

(1万 8千 円)

●搬入 。搬出 :土曜日

PM6:00より搬出

PM7:00より搬入

●原状回復 :使用終了後は、備品

等を原状に戻して下さい。

(壁面に釘の使用可)

●付属備品 :スポットライト、彫

刻台 (W35 ×D35 ×H80)10個、

テーフル、湯飲み用具等

●DM(案 内状):DM作 成費及

びDM郵 送費は作家負担

※DM作 成・1000枚製作費3万

円 (版下製作費 7千 円込み)

※DM用 写真 ・ボジまたはプリ

ントは作家持ち込み (画廊に

て版下を作成する場合、文字

はワープロ文字)

〇申込先 (詳細)は 営間までご連

絡下さい。

8(855)7933

GALLERY Vヽ O  RK‖

企画予定

第 回美肝オークション

2月 7日 (月)～ 13日 (日)

今年も美術オークションの季節
がやつて参りました。シャガール

やルノアール、ビカソ、モジリア
ーニ、ルオー、プラック等の版画
を数多く取り揃えました。皆様の
お越しをお待ちしています。

江木 健 展

3月 21日 (月)～ 26日 (土)

東京芸大卒業後、県立芸大で助

手を務める江木さん。4月 からの

ドイツ留学を控え これからの活

躍が期待される着手作家です。留

学を前にした節目としての彫刻展

です。

オタクは古い
最近、モタニズムつまり近代主
義を検証する企画展が目立つ。文
明開化、西欧主義、戦後のアメリ
カイズム、この 100年 の欧米主
義を問い直そうというのである。

日本古来の文化土壌の中に、外来
の文化がどのように受容されたの
かを問うのである。

今日の日本人像としてよく言わ
れる事だが、外国人の目から日本
人の顔が見えない、見えてこない
と言われる。又、個々のパーソナ

事もこの近代化日本の社会制度や

教育などと関係が探そうだ。個々

が豊かな個性を保つてこそ生き生

きしたコミュニケーションが育つ

はずだが。

数年前からバーソナリティーの

類として、オタクと言う人種があ

る。このオタクも実に病的な響き

があるが、何かしらクセモノと言

う感がつきまとう。このオタクこ

そ近代主義精神の究極の人種と言

えなくもない。しかし今や、オタ

クも古い。美術で言えば、ミニマ

ル化し、社会性を失つた現代美術

に等しtヽ

コンセプチャルでテキストなし

には理解しがたくなつた現代美

術。行きつく所まで行つてしまつ

たと言われる現代美術だが、我々

の存在と認識において重要な身体

性や、生理性が視覚表現の世界か

ら除かれてしまつた感が、今日の

状況としてある。しかし、この近

代の検証と時期を同じくする形で

美術の社会性の回復がにわかに叫

ばれている。このままオタク美術

が続き、 ・死に体イビ してしまう

のだろうか…。 (上)

編集デスク
初めて編集という仕事に携わつ

た。インタビJ からはじまり、

レイアウトや文章構成など忍耐の

いる作業の連続だつた。特に文章

構成はボキャフラリーのなさを嘆

くばかりで、学生1寺lu、:もつと本

を読んでおけば良かったと、今更

後悔しても遅いのだが…。

次号からの発行に関してはこれ

からの仕込み次第、皆さんからの

声、寄稿、11稿をお待らt′ていま

す。
(当間)

GALLERY WORK‐ H
2‐2‐4 1ZUMIカ ヘκl NAHA

OKINAWA」 APAN〒 9oo
Phone 098(855,7933

WAN EDI
あなたの広告を待 ,ています
本紙サイャラリポイス 8098● 55)7,33
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